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Ｐ４～５	 まちの出来事Ｐ４～５	 まちの出来事
Ｐ６～10	 移動町長室Ｐ６～10	 移動町長室
Ｐ11	 まちの民生委員・児童委員を紹介しますＰ11	 まちの民生委員・児童委員を紹介します
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Ｐ18	 ほのおＰ18	 ほのお
Ｐ19	 子育て支援センター「ぷっこ」だよりＰ19	 子育て支援センター「ぷっこ」だより
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　　　　　寄附・寄贈　　　　　寄附・寄贈

沖縄県本部町親善交流事業（南富良野西小学校交流学習）
（１月２９日：国設南ふらのスキー場）

南富良野町公式 LINE に登録して、
カラー版広報誌を見てみよう

お持ちのスマートフォンで
読み取ってみましょう！！
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「
友
好
の
町
」
沖
縄
県
本
部
町
と
、
平
成

　
「
友
好
の
町
」
沖
縄
県
本
部
町
と
、
平
成

３
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
親
善
交
流
事
業

３
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
親
善
交
流
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

3232
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
１
月

回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
１
月
2727
日日

か
ら
１
月

か
ら
１
月
3131
日
ま
で
４
泊
５
日
の
日
程
で
、

日
ま
で
４
泊
５
日
の
日
程
で
、

本
部
町
か
ら

本
部
町
か
ら
2222
名
の
交
流
団
の
皆
さ
ん（
小

名
の
交
流
団
の
皆
さ
ん（
小

学
５
年
生

学
５
年
生
1616
名
、
随
行
者
６
名
）
が
本
町

名
、
随
行
者
６
名
）
が
本
町

を
訪
れ
、
町
内
の
児
童
と
交
流
を
深
め
、

を
訪
れ
、
町
内
の
児
童
と
交
流
を
深
め
、

冬
の
北
海
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

冬
の
北
海
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

交
流
団
の
皆
さ
ん
は
、
初
日
、
本
部
町

　

交
流
団
の
皆
さ
ん
は
、
初
日
、
本
部
町

を
早
朝
に
出
発
し
、
午
後
３
時
半
過
ぎ
に

を
早
朝
に
出
発
し
、
午
後
３
時
半
過
ぎ
に

本
町
に
到
着
し
ま
し
た
。

本
町
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
夜
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
み

　

初
日
の
夜
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
み

な
く
る
」
で
開
か
れ
た
歓
迎
会
で
は
、
髙

な
く
る
」
で
開
か
れ
た
歓
迎
会
で
は
、
髙

橋
町
長
の
歓
迎
挨
拶
に
続
き
、
本
部
町
交

橋
町
長
の
歓
迎
挨
拶
に
続
き
、
本
部
町
交

流
団
安
里
団
長
か
ら
「
南
富
良
野
町
の
皆

流
団
安
里
団
長
か
ら
「
南
富
良
野
町
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の

さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の

成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ

成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
本
部
町
の
児
童
か
ら
は
「
ス
キ

ま
し
た
。
本
部
町
の
児
童
か
ら
は
「
ス
キ

ー
や
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
が
楽
し
み
で
す
。」「
ホ

ー
や
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
が
楽
し
み
で
す
。」「
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
交
流
を
深
め
た
い
で
す
。」

ー
ム
ス
テ
イ
で
交
流
を
深
め
た
い
で
す
。」

と
一
人
ひ
と
り
か
ら
自
己
紹
介
や
交
流
事

と
一
人
ひ
と
り
か
ら
自
己
紹
介
や
交
流
事

業
の
抱
負
が
発
表
さ
れ
た
後
、
本
部
町
児

業
の
抱
負
が
発
表
さ
れ
た
後
、
本
部
町
児

童
に
よ
る
三
線
（
さ
ん
し
ん
）、琉
球
空
手
、

童
に
よ
る
三
線
（
さ
ん
し
ん
）、琉
球
空
手
、

エ
イ
サ
ー
が
元
気
に
披
露
さ
れ
、
会
場
か

エ
イ
サ
ー
が
元
気
に
披
露
さ
れ
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　

　

２
日
目
、
午
前
中
に
南
富
良
野
小
学
校

　

２
日
目
、
午
前
中
に
南
富
良
野
小
学
校

を
訪
問
し
、
５
年
生
児
童
と
の
交
流
学
習

を
訪
問
し
、
５
年
生
児
童
と
の
交
流
学
習

が
行
わ
れ
、
雪
遊
び
な
ど
で
交
流
を
深
め

が
行
わ
れ
、
雪
遊
び
な
ど
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
シ

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
シ

レ
ラ
富
良
野
工
場
見
学
や
北
海
道
の
生
活

レ
ラ
富
良
野
工
場
見
学
や
北
海
道
の
生
活

な
ら
で
は
の
機
械
を
使
用
し
た
除
雪
体
験

な
ら
で
は
の
機
械
を
使
用
し
た
除
雪
体
験

の
ほ
か
、
空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス
で

の
ほ
か
、
空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス
で

カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
し
、
悪
戦
苦
闘
し
な

カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
し
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
最
後
に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

が
ら
も
最
後
に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
午
前
８
時
か
ら
か
な
や
ま

　

３
日
目
は
、
午
前
８
時
か
ら
か
な
や
ま

湖
で
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
体
験
し
、
た
く
さ

湖
で
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
体
験
し
、
た
く
さ

ん
釣
り
上
げ
た
ワ
カ
サ
ギ
を
試
食
し
ま
し

ん
釣
り
上
げ
た
ワ
カ
サ
ギ
を
試
食
し
ま
し

た
。
午
前

た
。
午
前
1010
時
か
ら
は
、
本
部
町
の
児
童

時
か
ら
は
、
本
部
町
の
児
童

の
多
く
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
ス
キ
ー
体

の
多
く
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
ス
キ
ー
体

験
を
行
い
、
南
富
良
野
西
小
学
校
の
児
童

験
を
行
い
、
南
富
良
野
西
小
学
校
の
児
童

及
び
先
生
方
や
ス
キ
ー
連
盟
の
皆
さ
ん
な

及
び
先
生
方
や
ス
キ
ー
連
盟
の
皆
さ
ん
な

ど
か
ら
指
導
を
受
け
、
全
員
が
滑
れ
る
よ

ど
か
ら
指
導
を
受
け
、
全
員
が
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
夜
に
は
、
ホ
ー
ム
ス

う
に
な
り
ま
し
た
。
夜
に
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
各
家
庭
で
、
各
々
が
交
流
を
深

テ
イ
先
の
各
家
庭
で
、
各
々
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

　

４
日
目
、
交
流
団
の
児
童
は
ホ
ー
ム
ス

　

４
日
目
、
交
流
団
の
児
童
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
家
族
に
見
送
ら
れ
、
本
町
を
離

テ
イ
先
の
家
族
に
見
送
ら
れ
、
本
町
を
離

れ
札
幌
市
に
移
動
し
ま
し
た
。
札
幌
市
内

れ
札
幌
市
に
移
動
し
ま
し
た
。
札
幌
市
内

で
は
、
札
幌
時
計
台
や
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ

で
は
、
札
幌
時
計
台
や
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
な
ど
を
見
学
し
、
夜
は
北
海
道
名

競
技
場
な
ど
を
見
学
し
、
夜
は
北
海
道
名

物
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
味
わ
い
、
宿
泊
先

物
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
味
わ
い
、
宿
泊
先

の
ホ
テ
ル
ま
で
地
下
鉄
の
乗
車
体
験
を
行

の
ホ
テ
ル
ま
で
地
下
鉄
の
乗
車
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

　

最
終
日
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

新
千
歳
空
港
か
ら
沖
縄
県
本
部
町
へ
の
帰

新
千
歳
空
港
か
ら
沖
縄
県
本
部
町
へ
の
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
下
旬
に
は
、
本
町
の
６
年
生

　

今
年
６
月
下
旬
に
は
、
本
町
の
６
年
生

が
、
南
富
良
野
町
の
交
流
団
と
し
て
本
部

が
、
南
富
良
野
町
の
交
流
団
と
し
て
本
部

町
を
訪
問
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
を
訪
問
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 沖縄県本部町交流団の皆さん ようこそ 沖縄県本部町交流団の皆さん ようこそ

▲本部町児童によるエイサー披露▲本部町児童によるエイサー披露
（歓迎会）（歓迎会）

▲カーリング体験▲カーリング体験

▲スキー体験▲スキー体験
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南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会

主
催
に
よ
る
「
南
富
良
野
観
光
推
進
セ

ミ
ナ
ー
」
が
１
月
20
日
、
南
富
良
野
情

報
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
か
ら
毎
月
１
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
予
定
し
て
お
り
、
第
１
回
目
は
町
教

育
委
員
会	

大
光
明
宏
武	

主
査
を
講
師

に
「
本
町
に
生
息
す
る
幻
の
魚
【
イ
ト

ウ
】
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
約
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
イ
ト
ウ
は
、
道
内
各
地
で
絶
滅
又
は

絶
滅
寸
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
町
内
に
お
け
る
推
定
個
体
数
は
近

年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ト
ウ
の
生
息

条
件
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ

る
こ
と
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
町
企
画
課	

辻
澤
均	

課
長

が
、「
町
イ
ト
ウ
保
護
管
理
条
例
」
を

説
明
し
、
町
内
在
住
の
釣
り
ガ
イ
ド
荒

木
広
大
氏
は
イ
ト
ウ
釣
り
を
楽
し
む

観
光
客
の
現
状
に
つ
い
て
、
説
明
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
回
と
な
る
観
光
セ
ミ
ナ
ー
は
、

３
月
10
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
電

話
、
二
次
元
コ
ー
ド
の
い
ず
れ
か
か
ら

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
入
先

　
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会		

　
☎
３
９
‐
７
０
０
０

　

南
富
良
野
の
観
光
に
つ
い
て
考
え
よ
う
‼

南
富
良
野
観
光
推
進
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

１
月
20
日
、
札
幌
市
に
お
い
て
、

町
と
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社
は
、
森

林
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
お
け
る
地
産

地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
報
告
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

町
有
林
１
２
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

活
用
し
、
８
年
間
で
約
１
万
３
０
０

０
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創

出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
は
、
町
内
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
一
部
を
オ
フ
セ
ッ
ト
し
、
実

質
量
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社
が
、
地
方
自

治
体
の
所
有
林
を
対
象
と
し
た
Ｊ
‐
ク

レ
ジ
ッ
ト
創
出
支
援
を
行
う
の
は
、
初

め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。　

　

南
富
良
野
町
は
令
和
４
年
６
月
に

「
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
実
質
排

出
ゼ
ロ
を
目
指
す
」
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
て
お
り
、
今
後

も
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

南
富
良
野
町
×
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社 

脱
炭
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
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２
月
１
日
、
か
な
や
ま
湖
畔
キ
ャ
ン

プ
場
に
て
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観

光
協
会
、
南
富
良
野
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド

ル
愛
好
会
（
糠
谷
雄
次	

会
長
）
の
共

同
主
催
の
も
と
、
南
富
良
野
町
振
興
公

社
や
町
有
志
団
体
の
協
力
に
よ
り
「
か

な
や
ま
湖
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
昨
年
に
引
き
続
き
観

光
庁
の
事
業
の
採
択
を
受
け
、
冬
季
の

観
光
客
誘
客
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
、
会
場
で
は
「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
」
や
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
」

に
火
が
灯
さ
れ
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン

プ
場
内
の
柳
の
木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
午
後
６
時
に
は
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
・
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体

験
、
南
富
良
野
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
同
好
会
に
よ
る
温
か
い
飲
み
物
の

販
売
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

当
日
は
海
外
か

ら
の
ツ
ア
ー
客
15

人
の
ほ
か
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
幻
想
的
な

風
景
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

冬
の
か
な
や
ま
湖
を
彩
る

　

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
開
催

　
１
月
24
日
、
役
場
大
会
議
室
に
お

い
て
、「
な
ん
ぷ
移
住
者
交
流
会
」
が

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
に
移
住
し
て
き
た
方

や
地
元
住
民
の
約
20
名
が
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
自
己
紹
介
や
移
住
し

て
き
た
理
由
を
紹
介
し
た
後
、
移
住

し
て
き
て
感
じ
た
こ
と
や
趣
味
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
遠
方
か
ら
は
、
道
外
か
ら
移
住
し

て
き
た
参
加
者
も
お
り
、「
大
自
然
に

憧
れ
て
移
住
し
た
。」、「
山
の
近
く
に

住
ん
で
い
て
、
玄
関
で
ス
キ
ー
を
履

い
て
、
そ
の
ま
ま
山
に
行
け
る
の
が

嬉
し
い
。」
な
ど
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
企
画
課
で
は
、
町
職
員
と
移
住

者
同
士
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ

ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
『
な
ん
ぷ
初
心
者

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
し
い
つ
な

が
り
」』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
登

録
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
企
画
振
興
係 

　
☎
５
２
‐
２
１
１
５

　

新
し
い
仲
間
と
の
絆
を
深
め
よ
う
‼

　

な
ん
ぷ
移
住
者
交
流
会
を
初
開
催

スマホで動画をチェック‼スマホで動画をチェック‼
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自
治
会
活
動
推
進
条
例
に
基

づ
く
「
移
動
町
長
室
」
が
10
月

30
日
の
下
金
山
地
区
を
皮
切
り

に
11
月
29
日
の
幾
寅
地
区
ま
で
、

町
内
５
地
区
の
会
場
で
開
催
さ

れ
、
59
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
移
動
町
長
室
は
、
行
政

の
執
行
状
況
な
ど
の
報
告
や
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の

方
々
の
意
見
や
提
言
を
直
接
お

聞
き
す
る
機
会
と
し
て
、
各
地

区
の
町
内
会
や
自
治
会
の
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
各
会
場
で
は
、
髙
橋
町
長
の

挨
拶
後
、
各
課
長
等
か
ら
情
報

提
供
で
本
年
度
の
行
政
の
執
行

状
況
と
し
て
、
農
業
、
林
業
、

保
健
・
医
療
、
子
育
て
支
援
、

広
報
・
広
聴
、
道
路
、
消
防
・

救
急
、
町
の
重
点
施
策
で
あ
る

人
口
減
少
・
過
疎
化
対
策
、
時

代
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
対
応
、

教
育
環
境
の
向
上
な
ど
の
ほ
か
、

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
事

業
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
に
入
り
、
出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
農

作
物
被
害
に
よ
る
鳥
獣
対
策
、

町
道
の
整
備
、
移
住
体
験
住
宅
、

道
の
駅
や
な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
な
ど
様
々
な
質
問

や
要
望
が
出
さ
れ
、
町
の
考
え

方
や
対
応
策
な
ど
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
要
望
な
ど
に
つ
い

て
は
、
そ
の
緊
急
度
や
効
果
な

ど
を
勘
案
し
、
財
源
の
許
す
限

り
実
現
化
に
向
け
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
編
で
は
、
移
動
町
長
室
で

皆
さ
ん
か
ら
お
伺
い
し
た
意
見
、

要
望
並
び
に
町
か
ら
の
回
答
に

つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
な
質
問
に
つ
い

て
は
、
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

鳥
獣
害
の
捕
獲
頭
数
は
過
去

よ
り
も
減
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
知
り
た
い
。

 

回
答 

　
９
月
末
現
在
、
鹿
は
４
８
６

頭
、
ウ
サ
ギ
は
５
頭
、
熊
は
10

月
30
日
現
在
、
21
頭
、
ア
ラ
イ

グ
マ
は
20
頭
と
な
っ
て
い
る
。

◆各地区開催状況
地区名 開催日 出席者
下金山 10 月 30 日 16 名
落 合 10 月 31 日 15 名
北落合 11月 5 日 		4 名
金 山 11月 6 日 13 名
幾 寅 11 月 29 日 11 名

　※金山地区は車座ミーティング形式での開催

▼
下
金
山
地
区

   協働のまちづくりに向けて   協働のまちづくりに向けて

  令和６年度令和６年度　　 移 動 町 長 室 移 動 町 長 室
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意
見
・
要
望 

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
館
に
車

椅
子
を
置
い
て
欲
し
い
。

 

回
答 

　
各
自
治
会
館
に
配
置
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

町
の
補
助
や
実
費
で
電
気
牧

柵
を
設
置
し
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
防
ぎ
き
れ
な
い
。
今
後
も

電
気
牧
柵
な
ど
の
助
成
を
続
け

て
欲
し
い
。

 

回
答 

　
皆
様
方
の
意
見
等
を
聞
き
な

が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

木
が
伸
び
て
道
路
に
飛
び
出

し
て
い
る
の
で
、
低
い
と
こ
ろ

だ
け
で
も
処
理
し
て
欲
し
い
。

 

回
答 

　
現
地
を
確
認
し
て
対
処
し
ま

す
。

 

意
見
・
要
望 

　

下
金
山
の
作
俱
楽
の
野
菜
が

幾
寅
で
買
え
る
よ
う
に
な
ら
な

い
か
。

 

回
答 

　
野
菜
の
品
数
や
数
量
、
人
員

を
確
保
す
る
の
が
厳
し
い
と
い

う
の
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
中
旬
よ
り
10
月
上
旬
の
毎

週
火
曜
日
16
時
か
ら
１
時
間
程

度
で
、
幾
寅
保
育
所
前
で
「
お

迎
え
マ
ル
シ
ェ
」
を
行
っ
て
お

り
、
作
倶
楽
の
一
部
商
品
を
販

売
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

瓶
ご
み
の
袋
の
販
売
が
終
了

し
、
よ
か
っ
た
、
不
便
に
な
っ
た
、

分
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
反
応
は

あ
っ
た
か
。

　

町
内
の
店
舗
で
透
明
の
袋
を

購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
販
売

し
て
い
な
か
っ
た
。

 

回
答 

　
今
ま
で
の
ゴ
ミ
袋
は
使
え
る

の
か
、
買
い
物
袋
は
い
い
の
か
、

と
い
う
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
が
、

あ
り
ま
し
た
。

　
袋
に
つ
い
て
は
、
各
店
舗
に

お
願
い
を
し
て
販
売
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

 
意
見
・
要
望 

　

バ
ス
転
換
後
、
学
生
の
定
期

券
が
現
金
で
し
か
買
え
な
い
の

で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
使
え

る
よ
う
に
な
る
の
か
知
り
た
い
。

 

回
答 

　
学
生
の
定
期
券
を
購
入
す
る

場
合
は
、
有
人
窓
口
で
在
学
証

明
書
の
確
認
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
支
払
い
方
法
は
現
金
払

い
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。

 

回
答 

　
４
月
か
ら
総
務
課
内
に
Ｄ
Ｘ

推
進
係
を
新
設
し
て
お
り
、
町

全
体
で
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
中
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

図
書
室
に
つ
い
て
、
他
の
図

書
館
の
蔵
書
が
町
内
で
借
り
ら

れ
た
ら
嬉
し
い
。

 

回
答 

　
他
の
図
書
館
か
ら
本
を
借
り

て
配
置
す
る
取
り
組
み
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
道
立
図
書
館
の
本

は
、
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
の

で
、
道
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
予
約
を
し
て
い
た
だ
く

か
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
、

教
育
委
員
会
で
予
約
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
希
望
の
本
が
あ
る
場
合
、

図
書
室
内
に
リ
ク
エ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
可
能
な

限
り
揃
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

子
ど
も
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
小
児
科
医
の
診
察
を
受
け

た
上
で
接
種
を
さ
せ
た
い
。
富

良
野
市
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
町

で
行
っ
て
い
る
週
１
回
の
予
防

接
種
時
に
小
児
科
医
を
町
内
に

派
遣
す
る
こ
と
は
、
で
き
な
い

の
か
。

 

回
答 

　
予
防
接
種
前
の
診
察
と
い
う

の
は
、
熱
が
あ
っ
た
り
、
風
邪

を
引
い
て
る
場
合
は
、
接
種
は

避
け
る
と
い
う
こ
と
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
小
児
科
医
で
な
け
れ
ば
そ
の

診
断
が
で
き
な
い
っ
て
こ
と
で

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、
原

則
住
所
地
の
あ
る
市
町
村
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

の
市
町
村
で
定
期
接
種
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
健
福
祉

課
保
健
指
導
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
落
合
地
区

下金山地区移動町長室下金山地区移動町長室
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意
見
・
要
望 

　

公
営
住
宅
は
、
犬
や
猫
な
ど

の
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
同
居
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。
仮
に
ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
い
て
退
去
さ
れ
る

場
合
、
爪
の
跡
が
あ
る
と
か
、

明
ら
か
に
臭
い
が
す
る
と
い
う

状
況
が
あ
っ
た
と
き
に
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
や
次
の
入
居
者
に
、

こ
こ
は
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
ま

し
た
、
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え

し
て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
。

 

回
答 

　
公
営
住
宅
で
は
、
ペ
ッ
ト
は

禁
止
と
い
う
こ
と
で
指
導
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
万

が
一
、
飼
わ
れ
て
い
て
、
部
屋

な
ど
の
損
傷
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
敷
金
の
中
か
ら
修
復
費
を

出
し
て
い
き
、
そ
れ
を
超
え
た

場
合
に
は
、
追
加
で
ご
請
求
し

て
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

ア
レ
ル
ギ
ー
持
ち
の
方
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
て
い
た
と
い
う
情
報
は

重
要
だ
と
思
う
の
で
、
情
報
提

供
と
し
て
あ
っ
た
方
が
親
切
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

退
去
す
る
と
き
に
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
を
も
ら
い
ま
す
と
い

う
こ
と
を
条
件
に
ペ
ッ
ト
と
一

緒
に
住
め
る
公
営
住
宅
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

意
見
・
要
望 

　

幾
寅
に
移
住
体
験
住
宅
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
状
況

が
知
り
た
い
。

　

落
合
で
も
、
移
住
体
験
住
宅

を
整
備
で
き
る
可
能
性
は
な
い

の
か
。

 

回
答 

　
現
在
ま
で
、
４
世
帯
、
10
人

の
方
が
利
用
さ
れ
、
ま
だ
実
績

と
し
て
移
住
さ
れ
た
方
は
い
ま

せ
ん
。
　

　
今
後
も
広
く
宣
伝
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
他
の
地
区
か
ら
も
移
住
体
験

住
宅
を
自
分
た
ち
の
地
区
に
置

き
た
い
と
要
望
が
あ
り
ま
す
の

で
、
空
い
て
い
る
公
営
住
宅
が

改
修
し
て
使
え
る
住
宅
で
あ
る

の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

狭
い
道
路
で
急
カ
ー
ブ
が
２

箇
所
あ
る
。
そ
こ
の
道
路
を
拡

幅
し
て
欲
し
い
。

　

ま
た
、
別
の
砂
利
道
が
あ
り
、

雨
の
た
び
に
流
さ
れ
た
り
、
で

こ
ぼ
こ
に
な
る
の
で
整
備
し
て

欲
し
い
。

　

幾
寅
か
ら
北
落
合
に
上
が
る

道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引

い
た
方
が
い
い
と
思
う
。

　

鳥
獣
害
駆
除
に
つ
い
て
、
北

落
合
で
駆
除
し
て
も
ら
っ
て
る

人
が
、
早
く
ラ
イ
フ
ル
を
持
ち

た
い
と
言
っ
て
い
て
、
町
の
方

で
何
か
支
援
が
あ
る
と
あ
り
が

た
い
。

 

回
答 

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
現
地
を

確
認
し
て
、
検
討
し
ま
す
。

　
銃
規
制
に
つ
い
て
は
、
難
し

い
問
題
な
の
で
、
行
政
と
し
て

何
か
で
き
る
の
か
改
め
て
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

町
外
の
知
人
か
ら
、
な
ん
ぷ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
も

キ
ャ
ン
プ
場
も
綺
麗
だ
っ
た
と

言
わ
れ
た
が
、
保
養
セ
ン
タ
ー

が
残
念
だ
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

　

な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
の
日
当
た
り
が
良
す
ぎ

て
、
長
時
間
い
れ
な
い
と
も
言

わ
れ
た
。

 

回
答 

　
保
養
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

建
物
も
相
当
古
い
が
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
お
客
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
今
す
ぐ
ど
う
す
る
と
い
う

お
答
え
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
の
日
当
た
り
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
テ
ン
ト
を
１
張
設

置
し
ま
し
た
が
、
来
年
は
数
を

増
や
し
て
設
置
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
の
冬
の
活
用
に
つ
い
て
、

雪
山
を
作
っ
て
ソ
リ
滑
り
な
ど

が
で
き
た
ら
面
白
い
と
思
う
。

　

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
、
事

前
に
書
面
な
ど
で
当
日
の
流
れ

を
説
明
し
て
欲
し
か
っ
た
。
初

め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
事

前
に
説
明
を
し
て
く
れ
と
安
心

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
た
。
ま
た
、
健
診
が
午
後

か
ら
で
子
ど
も
の
お
昼
寝
の
時

間
と
ぶ
つ
か
っ
て
機
嫌
が
悪
く

な
る
の
で
、
時
間
を
ず
ら
し
た

り
し
て
待
ち
時
間
を
少
な
く
す

る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
欲
し
い
。

　

狭
い
町
な
の
で
、
顔
の
見
え

る
関
わ
り
方
や
あ
た
た
か
い
関

わ
り
方
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

▼
北
落
合
地
区

落合地区移動町長室落合地区移動町長室
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回
答 

　
冬
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

何
が
実
施
で
き
る
か
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
職
員
の
対
応
に
あ
っ
て
は
、

し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
て
い
く

な
ど
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

役
場
の
車
は
、
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
の
か
知
り
た
い
。

　

事
故
し
た
と
き
に
議
会
で
修

理
代
な
ど
の
協
議
を
見
か
け
る

の
で
気
に
な
っ
た
。

 

回
答 

　
地
方
自
治
法
の
規
定
で
賠
償

の
額
を
決
定
す
る
場
合
や
相
手

方
と
和
解
す
る
場
合
は
、
必
ず

議
会
の
議
決
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
提
出
し
て
い

ま
す
。

　
保
険
に
は
間
違
い
な
く
入
っ

て
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

移
動
町
長
室
は
、
前
段
の
話

や
説
明
が
長
い
と
感
じ
る
。

　

事
前
に
資
料
な
ど
を
配
布
し

て
お
け
ば
、
説
明
の
時
間
も
削

減
で
き
る
と
思
う
。
職
種
上
、

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、

少
し
ず
つ
検
討
し
て
欲
し
い
。

 

回
答 

　
で
き
る
だ
け
、
話
の
土
俵
が

一
緒
に
な
る
よ
う
前
段
に
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
事
前
に
資
料
を
配
っ
て
、
先

に
目
を
通
し
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
は
、
助
か
り
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

町
で
助
成
制
度
な
ど
行
っ
て

い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
れ
る
の
か
。

 

回
答 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
移
住
関
係
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
公
開
中
で
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

町
の
補
助
金
制
度
を
使
う
に

し
て
も
物
凄
く
手
間
が
か
か
る
。

確
か
に
お
金
の
関
係
な
の
で
、

簡
単
に
で
き
な
い
の
は
理
解
で

き
る
。

 

回
答 

　
公
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
ご
理
解
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
意
見
・
要
望 

　

あ
る
町
に
小
さ
な
お
店
や
商

売
を
す
る
人
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
。

 

回
答 

　
地
域
全
体
が
歓
迎
ム
ー
ド
で

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気
を
感

じ
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、
通
院

や
輸
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と

バ
ス
の
助
成
が
あ
れ
ば
利
用
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。

 

回
答 

　
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
根
本

的
に
こ
れ
だ
と
い
う
解
決
策
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
、
利
用
実
態
や
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

促
進
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

太
平
橋
に
つ
い
て
、
今
後
の

予
定
を
知
り
た
い
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
て
、
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
知
り
た
い
。

　

内
藤
の
冬
季
期
間
閉
鎖
に

な
っ
て
い
る
、
石
勝
高
原
幾
寅

線
の
状
況
に
つ
い
て
、
教
え
て

欲
し
い
。

 

回
答 

　
現
在
、
橋
脚
と
橋
台
が
で
き

あ
が
っ
て
、
そ
の
上
に
か
か
る

上
部
を
製
作
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
完
成
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

エ
リ
ア
内
の
水
防
セ
ン
タ
ー
は

令
和
８
年
度
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
令
和
10
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

キ
ャ
ン
プ
等
も
で
き
る
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
も
今
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
川
沿
い
に
カ
ヌ
ー
の
発

着
所
や
、
そ
こ
で
遊
べ
る
ス
ペ
ー

ス
も
で
き
る
よ
う
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
石
勝
高
原
線
に
つ
い
て
、
こ

れ
は
以
前
か
ら
要
望
は
し
て
い

ま
す
が
、
実
現
は
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

町
民
体
育
館
か
ら
高
校
の
方

へ
向
か
う
松
井
川
沿
い
の
道
路　

は
、
冬
に
な
る
と
極
端
に
狭
く

▼
金
山
地
区

▼
幾
寅
地
区

北落合地区移動町長室北落合地区移動町長室
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な
る
の
で
、
拡
幅
し
て
欲
し
い
。

 
回
答 

　
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

保
養
セ
ン
タ
ー
や
か
な
や
ま

湖
畔
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
地
、
道

の
駅
な
ど
で
石
上
久
美
子
さ
ん

の
曲
を
流
し
た
ら
い
い
と
思
う
。

 

回
答 

　
フ
ァ
ン
で
い
た
だ
け
る
こ
と

に
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

応
援
し
て
く
れ
る
声
を
ご
本
人

に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

国
道
と
町
道
の
交
差
点
が
あ

り
、
春
先
の
雪
解
け
水
が
溜
ま

る
場
所
が
あ
る
。

　

開
発
局
に
事
情
を
説
明
し
て

対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。

 

回
答 

　
場
所
は
大
方
把
握
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

国
道
と
町
道
の
交
差
点
に
つ

い
て
、
雪
山
が
高
く
て
、
運
転

し
て
い
て
も
危
な
い
の
で
対
処

し
て
欲
し
い
。

 

回
答 

　
排
雪
後
も
あ
ま
り
に
も
雪
が

ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
、
町
で
適
宜

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
危
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、
役

場
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

 

意
見
・
要
望 

　

道
の
駅
の
公
園
が
で
き
ま
し

た
が
、
そ
の
近
く
に
遊
休
農
地

が
あ
り
、
そ
こ
で
鹿
を
よ
く
目

撃
す
る
。
公
園
や
近
く
を
散
歩

す
る
方
々
の
安
全
面
を
心
配
し

て
い
る
。
地
主
の
方
と
協
議
を

さ
れ
て
い
る
経
過
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
何
か
進
展
す
る
余

地
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

駐
在
所
か
ら
農
産
物
処
理
加

工
セ
ン
タ
ー
の
方
に
行
く
町
道

に
つ
い
て
、
道
路
の
中
央
部
が

盛
り
上
が
り
、
道
路
脇
が
下
が
っ

て
い
て
大
分
高
低
差
が
あ
る
。

　

現
地
を
見
て
い
た
だ
き
、
対

応
で
き
る
範
囲
で
補
修
等
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

回
答 

　
個
人
の
土
地
に
な
り
ま
す
の

で
、
関
係
さ
れ
る
方
と
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
過
去
に

町
道
の
路
盤
性
状
調
査
と
い
う

も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
か
ら
計
画
を
立
て
改
修
の

必
要
性
が
高
い
道
路
か
ら
順
次

改
修
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
道
路
も
改
修
を
す
る
計

画
に
入
っ
て
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

中
学
校
の
近
く
に
寄
宿
舎
が

あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
知
り
た
い
。

　

町
や
周
辺
地
域
に
は
、
素
敵

な
山
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
山

を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ
が
あ
っ
た

ら
い
い
と
思
う
。

　

映
画
「
鉄
道
員
」
の
撮
影
地

と
な
っ
た
幾
寅
駅
を
案
内
す
る

看
板
な
ど
を
設
置
し
た
ら
観
光

客
に
も
分
か
り
や
す
い
と
思
う
。　

 

回
答 

　
寄
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
物
が

色
々
と
置
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
現
状
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
検
討
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
町
の
色
ん
な
魅
力
を
伝
え
て

い
く
手
段
と
し
て
、
そ
う
い
う

マ
ッ
プ
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
人
口
減
少
に
挑

も
う
と
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
幾
寅
駅
へ
の
看
板
に

つ
い
て
は
、
鉄
道
員
を
残
そ
う

と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
中
で
提
起
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
皆
さ
ん
で
ご
検
討
い

た
だ
い
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　

防
災
訓
練
の
と
き
に
思
い
ま

し
た
が
、
広
報
車
が
音
が
小
さ

す
ぎ
る
。
当
日
は
、
雨
が
降
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど

も
何
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

 

回
答 

　
防
災
無
線
が
な
い
の
で
住
民

周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
車
で

行
っ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現

在
、
防
災
無
線
の
整
備
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
で
あ
り

ま
す
。

幾寅地区移動町長室幾寅地区移動町長室
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まちの民生委員・児童委員を紹介しますまちの民生委員・児童委員を紹介します
　町内には、厚生労働大臣と北海道知事から委嘱された 11 名の民生委員・児童委員がいます。
　民生委員は、住民皆さんの立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める方々
であり、「児童委員」を兼ねています。 
　児童委員は、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、子どもたちを見守り、子育ての不
安や妊娠中の心配ごとなどの相談や支援などを行います。また、このうち２名の児童委員は児童に関す
ることを専門的に担当する「主任児童委員」の指名を受けています。
　地区ごとに担当の委員がいますので、お気軽にご相談ください。

○委員の
　プロフィール
　役職
　氏名（敬称略）
　①住所
　②担当地区
　③電話番号

会長
山内　茂樹
①幾寅
②西町・岐阜町
・東鹿越地区
③ 52 ‐ 2854

副会長
後藤　健寿
①幾寅
②栄町・内藤
③ 090 ‐ 7650 ‐
　	6832

山西　春美
①幾寅
②住吉町・仲町
・農家地区
③ 52 ‐ 2382

中野　博司
①落合
②落合全域
③ 52 ‐ 2382

田口　ひろ子
①幾寅
②東町
③ 52 ‐ 2834

大道　松枝
①幾寅
②朝日町・千木町
③ 52 ‐ 2572

種田　保子
①下金山
②下金山全域
③ 55 ‐ 2235

山上　隆裕
①金山
②金山全域
③ 54 ‐ 2354

久保田　佑美香
①北落合
②北落合全域
③ 56 ‐ 7414

主任児童委員
髙橋　紀代美
①幾寅
②町内全域
③ 52 ‐ 2127

主任児童委員
中島　洋子
①幾寅
②町内全域
③ 52 ‐ 2360
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

上手に滑れたよ！
ちびっこスキー教室を開催

（2 月 1 日・8 日）

　町社会福祉協議会が主催する「ちびっ子スキー教室」
が国設南ふらのスキー場で行われました。
　この教室は就学間近の幼児を対象に毎年実施され、２
週にわたり 2 日間で延べ 24 名の子ども達が参加しまし
た。
　スキー指導員会、スキー連盟、スキーパトロール奉仕団、
町内有志の皆さんがマンツーマンで指導にあたり、スキー
の履き方から楽しく安全に滑る方法を教わっていました。

南富高生がテーブルマナーを学ぶ
（1 月 31 日）

　町振興公社の地域貢献事業の一環として、ログホテル
ラーチに南富良野高等学校の本年度卒業を迎える 3 年生
15 名（1 名欠席）を招待し、「テーブルマナー講習」が
行われました。
　生徒の皆さんは、ホテルラーチのスタッフから、マナー
の基本や料理について説明を受け、緊張気味にナイフと
フォークを使って、順に運ばれてくるコース料理を味わ
い、テーブルマナーを学びました。
　講習会の最後には、お世話になったスタッフの皆さん
に、生徒からお礼が述べられました。

多文化共生活動を実施
（1 月 30 日）

　町と富良野警察署は、国籍や文化の違いから慣れない
生活をしている外国人の方々と理解を深め、共に生活し
ていくための多文化共生活動を行いました。
　参加した南富良野大乗会の外国人職員の方々を対象に
町職員からは、ゴミの分別方法や災害時の避難所などを
説明し、富良野警察署員からは、在留カードの携帯義務
や紛失時の措置、交通ルールなどが説明されました。
　また、説明会後には生活に必要な場所として、金融機
関や消防支署、郵便局などを訪問しました。

スマホで動画をチェック‼スマホで動画をチェック‼
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鬼は外！福は内！節分の日に豆まきで鬼退治
（2 月 3 日）

　幾寅保育所、金山保育所では園児みんなで、邪気を払い 1 年の無病息災を願う伝統行事である豆まきを行
いました。
　豆まきには、鬼が登場し怖くて泣きだす子もいましたが、「鬼は外！福は内！」と掛け声とともに元気よく
まめをまいて鬼を追い払い、今年 1 年の厄や災難をお祓いしました。

　

除雪ボランティアが活躍
（2 月 10 日）

　富良野地方自衛隊協力会南富良野支部は、町社会福祉
協議会と陸上自衛隊上富良野駐屯地第 14 施設群（河端
純一 群長）の協力のもと、一人暮らしなどの高齢者住宅
を訪問し、除雪ボランティアを行いました。　
　総勢 58 名が参加し、落合・幾寅・金山・下金山地区
の 4 班に分かれ、16 戸を周りました。参加者たちは力
を合わせて軒下等を丁寧に除雪し、汗を流していました。

雪煙を上げて果敢に挑戦！
（2 月 11 日）

　南富良野町スキー連盟（西山雅明 会長）主催の第 44
回かなやま湖畔ジュニア・ジャイアントスラローム競技
大会が、国設南ふらのスキー場で行われました。
　大会には、地元をはじめ富良野沿線などから幼児と小
学生 40 名の選手が出場し、雪煙を上げながら旗門へ果
敢に挑戦し、各学年男女別に分かれてタイムを競いまし
た。

落合地区恒例の「娯楽大会」開催
（2 月 11 日）

　落合地区で恒例の落合新春娯楽大会が落合連合町内会
（目黒義重 会長）の主催により落合地区多目的センター
で開かれ、約 30 名が参加しました。
　今年は老若男女問わず楽しめる競技である「モルック」
を行いました。競技終了後は、参加者同士の懇親会が行
われ、地域の絆を深めました。
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記⑭⑭
　本町では、７名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。  
　武

む と う

藤　真
ま ゆ

友隊員（特産品普及促進員）
　こんにちは！南富良野町地域おこし協力隊の武藤です。
　今回は、繫忙期の振り返りを交えつつ、活動の中で気付いたことや感じ
たことをお伝えしたいと思います。
▼繫忙期を振り返って
　秋から初冬にかけて、地域の特産品である「バタじゃが」の出荷作業が
本格化しました。この時期は毎日多くの注文をいただき、製造が追い付か
ず出荷調整を行う日々。約 1 か月半、文字通り目まぐるしい日々で、当
時の記憶が曖昧なくらい忙しかったのを覚えています。それでも、なんと
か乗り越えることができました。その経験のおかげで、12 月後半の駆け
込み注文にも柔軟に対応でき、少しですが自信を持てるようになったと感
じています。
▼人気急上昇中の「くまささ茶」
　忙しい日々の中で、驚いたことがありました。それは、「くまささ茶」への注文が想像以上に多かった
ことです。一時は欠品するほどの人気ぶりで、「こんなに注文が来るなんて！」と驚きました。

　気になったので、改めて「くまささ茶」について調べてみたところ、そ
の魅力を再発見しました。このお茶は、「免疫力向上」「生活習慣病予防」

「美容効果」「口臭対策」「便秘・貧血予防」など、さまざまな健康効果が
期待できる飲み物だそうです。まさに、日々の健康を支える強い味方と言
えるのではないでしょうか？
　現在、缶入りタイプが販売されていますが、なんと今春からはペットボ
トルがリニューアルされて再販される予定です。より手軽に楽しめるよう
になりますので、見かけたらぜひお試しください！
▼最後に…
　繁忙期の経験を通じて、地域の特産品が多くの方に愛されていることを
改めて実感しました。これからも、南富良野町の魅力を皆さんにお伝えで
きるよう活動していきますので、引き続きよろしくお願いいたします！

新しい地域おこし協力隊　「柴
しばさき

﨑　優
ゆうこ

子さん」が着任されました‼
　2 月 1 日付けで「訪問介護支援員」として、柴﨑優子さんが着任されましたので、ご紹介します。
平日は、南富良野町社会福祉協議会に勤務し、隔週土曜日には、学生寮の寮母として勤務します。

「訪問介護支援員」柴﨑　優子
〇出身地　南富良野町幾寅
〇趣　味　料理、読書、韓国ドラマ観賞
〇町民の皆さんへ
　早いもので南富良野町に来てから１ヶ月が過ぎました。
　以前は、埼玉県の方でホームヘルパーとして 15 年間ほど勤めまし
た。今は南富良野町でも引き続き、ホームヘルパーとして働いてい
ます。
　一日でも長く地域に貢献したく努力してまいります。

人気急上昇「くまささ茶」人気急上昇「くまささ茶」

南ふらのスキー場で南ふらのスキー場で
新年の初滑り新年の初滑り
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　令和 7 年第 1 回富良野広域連合議会定例会が 2 月 12 日に開催され、連合長から行政執行方針が述べられた
ほか、補正予算案及び新年度予算案、条例案が原案のとおり可決されました。可決・認定された案件は、次の
とおりです。
※報告

【令和 6 年度一般会計補正予算（第 4 号）】
　歳入歳出それぞれ 1,727 千円を追加する。

《歳入》 ・分担金及び負担金 1,727 千円増 　※市町村負担金

《歳出》 ・教育費（保健体育費） 1,727 千円増 　※工事請負費

【令和 6 年度一般会計補正予算（第 5 号）】
　歳入歳出それぞれ 1,995 千円を追加する。

《歳入》 ・分担金及び負担金 1,995 千円増 　※市町村負担金
《歳出》 ・教育費（保健体育費） 1,995 千円増 　※委託料

【令和 6 年度一般会計補正予算（第 6 号）】
　歳入歳出それぞれ 34,099 千円を追加する。

《歳入》 ・分担金及び負担金 33,204 千円増 　※市町村負担金

・諸収入 895 千円増 　※自動車損害共済金

《歳出》 ・総務費（総務管理費） 1,198 千円増 　※職員給料・各種手当ほか

・衛生費（清掃費） 535 千円増 　※職員給料・各種手当ほか

・農林業費（農業費） 1,030 千円増 　※職員給料・各種手当ほか

・消防費（消防本部費） 1,188 千円増 　※職員給料・各種手当ほか

（常備消防費） 28,969 千円増 　※職員給料・各種手当ほか

・教育費（保健体育費） 1,179 千円増 　※職員給料・各種手当ほか

【令和 6 年度一般会計補正予算（第 7 号）】
　歳入歳出それぞれ 39,580 千円を減額する。

《歳入》 ・分担金及び負担金 35,862 千円減 　市町村負担金

・使用料及び手数料 3,942 千円減 　放牧料金収入ほか

・諸収入 824 千円増 　広域事業推進負担金ほか

・連合債 600 千円減 　庁舎浴室改修事業債

《歳出》 ・議会費（議会費） 865 千円減 　併任職員人件費等負担金ほか

・総務費（総務管理費） 605 千円減 　併任職員人件費等負担金ほか

（監査委員費） 300 千円増 　併任職員人件費等負担金

・衛生費（清掃費） 6,185 千円減 　燃料及び光熱水費ほか

・農林業費（農業費） 4,325 千円減 　会計年度任用職員報酬ほか

・消防費（常備消防費） 10,946 千円減 　職員給料・各種手当ほか

（非常備消防費） 1,522 千円減 　報酬・費用弁償ほか

（消防施設費） 8,968 千円減 　工事費・車両購入費ほか

・教育費（保健体育費） 6,464 千円減 　職員給料・各種手当ほか

【令和 7 年度一般会計予算】
　歳入歳出予算の総額をそれぞれ 2,508,597 千円とする。　　　　　　　　　　　　　　　
　
　令和７年度富良野広域連合一般会計予算（概要）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

歳 入 区 分 予 算 額 前 年 度 比 歳 出 区 分 予 算 額 前 年 度 比
分担金及び負担金 2,142,676 △ 79,341 議 会 費 3,551 △ 295

使用料及び手数料 36,364 △ 1,238 総 務 費 50,650 1,169

財 産 収 入 3,117 40 衛 生 費 271,862 △ 22,446

寄 附 金 1 0 農 林 業 費 80,089 3,669

繰 越 金 1 0 消 防 費 1,458,749 62,269

諸 収 入 236,854 11,799 教 育 費 582,535 4,215

連 合 債 71,100 67,400 公 債 費 58,161 △ 49,404

国 庫 支 出 金 18,484 517 予 備 費 3,000 0

歳 入 合 計 2,508,597 △ 823 歳 出 合 計 2,508,597 △ 823

【条例の改正】
　・富良野広域連合個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正
　・富良野広域連合公共串内牧場の設置及び管理に関する条例の一部改正
　・富良野広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正

【その他会議に付した案件】
　・監査委員報告（例月出納検査結果報告（令和 6 年度 9 月分～ 12 月分）、令和 6 年度定期監査報告）

令和７年第１回　富良野広域連合議会定例会報告令和７年第１回　富良野広域連合議会定例会報告
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学校教育係・生涯学習係

☎52-2145教 委 員 会 通 信育

「住民自主企画活動支援事業」を募集しています。「住民自主企画活動支援事業」を募集しています。
　　町民のみなさんが、いつでも・どこでも・だれでも学習できる機会の充実を図ることを目的として実施する「住町民のみなさんが、いつでも・どこでも・だれでも学習できる機会の充実を図ることを目的として実施する「住

民自主企画事業」に対し３万円を上限に助成を行っています。民自主企画事業」に対し３万円を上限に助成を行っています。

　個人や関係団体で事業を発案し、講座や講演、ものづくりなど一緒にやってみませんか？　個人や関係団体で事業を発案し、講座や講演、ものづくりなど一緒にやってみませんか？

■申請書や事業に関する問い合わせ先：教育委員会生涯学習係　☎︎ 52 － 2145

放課後児童クラブ「ジャングルクラブ」・放課後子ども教室放課後児童クラブ「ジャングルクラブ」・放課後子ども教室
	 　　「サバンナ・フレンド」について	 　　「サバンナ・フレンド」について

＜町内の放課後児童クラブ・放課後子ども教室＞＜町内の放課後児童クラブ・放課後子ども教室＞
・放課後児童クラブ「ジャングルクラブ」　南富良野小学校区（現運営場所：南富良野小学校体育館併設）・放課後児童クラブ「ジャングルクラブ」　南富良野小学校区（現運営場所：南富良野小学校体育館併設）
　　　　　　開 所 時 間開 所 時 間　　下校時　　　～　17 時 30 分　　下校時　　　～　17 時 30 分
　　　　　　対 象対 象　　小学 1年生　～　小学 3年生　　小学 1年生　～　小学 3年生
　　　　　　問い合わせ問い合わせ　　保健福祉課すこやかこども室こども育成係 ( ☎ 52 － 2211)　　保健福祉課すこやかこども室こども育成係 ( ☎ 52 － 2211)

・放課後子ども教室「サバンナ」　南富良野小学校区（現運営場所：南富良野小学校内多目的室）・放課後子ども教室「サバンナ」　南富良野小学校区（現運営場所：南富良野小学校内多目的室）
　　　　　　開 所 時 間開 所 時 間　　下校時　　　～　17 時 00 分　　下校時　　　～　17 時 00 分
　　　　　　対 象対 象　　小学 4年生　～　小学 6年生　　小学 4年生　～　小学 6年生
　　　　　　問い合わせ問い合わせ　　教育委員会生涯学習係 ( ☎ 52 － 2145)　　教育委員会生涯学習係 ( ☎ 52 － 2145)

・放課後子ども教室「フレンド」　南富良野西小学校区（現運営場所：南富良野西小学校音楽室）・放課後子ども教室「フレンド」　南富良野西小学校区（現運営場所：南富良野西小学校音楽室）
　　　　　　開 所 時 間開 所 時 間　　下校時　　　～　17 時 00 分　　下校時　　　～　17 時 00 分
　　　　　　対 象対 象　　小学 1年生　～　小学 6年生　　小学 1年生　～　小学 6年生
　　　　　　問い合わせ問い合わせ　　教育委員会生涯学習係 ( ☎ 52 － 2145)　　教育委員会生涯学習係 ( ☎ 52 － 2145)
放課後児童クラブとは？放課後児童クラブとは？
　ジャングルクラブは、南富良野小学校 1年生～ 3年生を対象とし、保護者等がお仕事で昼間家庭にいない小学生を放　ジャングルクラブは、南富良野小学校 1年生～ 3年生を対象とし、保護者等がお仕事で昼間家庭にいない小学生を放
課後児童支援員が常駐する施設で預かり、放課後や学校休業日における課後児童支援員が常駐する施設で預かり、放課後や学校休業日における
友達との遊びや生活を支援し、安全で安心な居場所を提供します。入会友達との遊びや生活を支援し、安全で安心な居場所を提供します。入会
には申込が必要になります。には申込が必要になります。
放課後子ども教室とは？放課後子ども教室とは？
　サバンナは、南富良野小学校 4年生～ 6年生、フレンドは、南富良野　サバンナは、南富良野小学校 4年生～ 6年生、フレンドは、南富良野
西小学校児童全員を対象とし、放課後や長期休業等に、安全・安心な子西小学校児童全員を対象とし、放課後や長期休業等に、安全・安心な子
どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、学習やスどもの活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、学習やス
ポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供しています。ポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供しています。
入会には申込が必要になります。入会には申込が必要になります。

  ①補助対象事業

 　 町民を対象とした学習活動に

  関する講演会、ワークショップ、

  学習会、町のＰＲ活動、ＰＲに

  係る物品製作。

  ※（会社が主催するものを除く）

　②内容

　　ア　講師謝礼金

　　イ　町外講師の交通費及び宿泊費

　　ウ　事業に必要となる消耗品（材料費等）　

　　エ　使用料（会場、機材等）

　　オ　町内外で行われる町のＰＲ活動に係る経費

　  　　（交通費、宿泊費、使用料）

　③補助対象者

　　ア　町内に居住する個人または町内で活動する団体であること。

　　イ　補助を受けなければ、事業の実施が困難であること。

趣味やサークル活動の成果を発表

( 作品展示 ) しませんか？

　保健福祉センターみなくるの１階ロビー

において展示する作品を募集します。展示
作品は、木工や絵画・書道作品など趣味や
団体活動で作製されたものであればジャン
ルは問いません。
　詳しくは、教育委員会生涯学習係 ( 上記
の電話番号 ) までお問い合わせください。
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い

て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
が
、
初
め
て
釣
り
を

す
る
生
徒
も
多
く
、
寒
い
中
、
針
に
餌
を
つ
け
る
と

こ
ろ
か
ら
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ツ
が
掴
め
ず
、

な
か
な
か
ワ
カ
サ
ギ
は
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
辛

抱
強
く
ワ
カ
サ
ギ
を
待
っ
て
釣
っ
た
生
徒
は
嬉
し
そ

う
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ワ
カ
サ
ギ

を
そ
の
場
で
揚
げ
生
徒
全
員
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
達
で
釣
っ
た
ワ
カ
サ
ギ
の
味
は
格
別
で
、
生
徒

達
は
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、
生
徒
達
に
と
っ
て
、
非
常
に
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｒ
Ａ
様
を
は
じ
め
、
関
係

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、
本
校
１
学
年
の
「
ア
ウ
ト
ド
ア
Ⅰ
」

の
授
業
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
を
実
施
し
ま
し

た
。
ど
ん
こ
ろ
野
外
学
校
の
皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
安
全
に
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
雪
が
少
な
く
、
比
較
的
歩

き
や
す
い
環
境
で
し
た
。
活
動
前
に
は
30
分
ほ
ど
事

前
学
習
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
リ
ス
ク
や
楽
し

み
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
は
、
動
物
の
足
跡
を
観
察
し
た
り
、
自
分
た
ち

で
コ
ー
ス
を
作
っ
て
ソ
リ
滑
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

途
中
で
給
水
や
行
動
食
を
と
り
な
が
ら
体
調
管
理
に

も
努
め
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
振
り
返
り
を
行
い
、
山
で
の
リ
ス
ク
や
そ
の
対

策
、楽
し
さ
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
ど
ん
こ

ろ
野
外
学
校
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
活
動
も
、
南
富
良
野
町
の
豊
か
な
自
然

が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
今
後
も
地

域
資
源
を
活
か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

令和７年３月４日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　９４　号

南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞
第94号
発　行

南富良野高等学校
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	しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX	52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和７年１月１日～令和７年１月３１日 )
○救急出動　２０件（うちドクターヘリ要請件数	　０件）
○火災出動　　０件（うち他市町村応援出動　０件）
○救助出動　　０件

南富良野消防団の現状
消防団の現状
　消防団員数は、日本全体で減少傾向にあり、私たちの住む南富良野町も例外ではありません。大

規模災害時の消防団員による住民の避難誘導や火災発生時の消火活動など、地域の防災体制の中心

として、地域住民の安心安全の確保のために消防団が果たす役割はとても大きくなっています。

現在、南富良野消防団では、定年退職を廃止し、これまで以上に消防団活動に協力していただいて

おります。また、今年２月に、南富良野消防団初となる、女性消防団員が入団しました。全国的に、

女性消防団員数は年々増加しており、これからは女性消防団員の活躍も期待されています。

消防団の主な活動
・定期訓練（月１回）　・春と秋の模擬火災訓練
・出初式（１月）　　　・演習訓練（７月）
・災害発生時の防災活動
日常的な拘束時間はありません！！

対象者
・南富良野町に居住又は勤務する者
・年齢１８歳以上の者
・心身ともに健康であること。

南富良野消防団 ( 令和７年２月１日現在 )

本部 ( 団長・副団長 )　　２名
第１分団 ( 幾寅・東鹿越・北落合 )　１８名
第２分団 ( 落　合 )　１４名
第３分団 ( 下金山 )　１４名
第４分団 ( 金　山 )　１０名
計５８名
定員は７０名です。

南富良野消防団は
あなたの力を

必要としています！

12 名不足‼
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　３月になり卒園、卒業のシーズンを迎えます。子ども達の晴れ姿に成長を感じる季節でも
ありますね。泣いたり笑ったり時には怒ったりいろんな毎日ですが、あっという間に子ども
は大きくなってしまうのです…。

一生懸命はいはいをして、長いトンネルをやっと
出ることができました。

かるた会では、真剣にかるたを見つめ、先
生が読んだものを「はい！」と元気に掛け
声をかけながら一生懸命取ることができま
した。なかには 10 枚以上もかるたを取れ
た子もいて「沢山取ったよ！」と喜んでい
ました。

2月５日、天気が心配されましたが、無事自然体
験を行うことができました。おうち近くのバス停
から、バスに乗車し幾寅保育所のお友達のもと
へ。今回の自然体験で保育所の交流は終わりです
が、この先ももっともっとお友達同士の仲を深め
ていってもらえたらと思います。楽しかったね♡

手芸の得意なお母さんが先生になり、刺繍を教えても
らいました。お母さん達の真剣な顔に注目です！

☆みんなのぷっこ☆みんなのぷっこ

かるたや福笑い、ペットボトルボーリングのゲー
ムをしました。今年も元気いっぱいです。

鬼の顔をした風船に向かって、丸めた新聞を投
げて鬼をやっつけました。

☆ぷっこクラブ（新年交流会）☆ぷっこクラブ（新年交流会） ☆ぷっこクラブ（豆まき）☆ぷっこクラブ（豆まき）

☆お母さんの手芸講座☆お母さんの手芸講座

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
～☆★明るく元気な子に育ちますように☆★～　　　　　									子育て支援センター　☎ 090-5985-4339
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古
紙

配
合

率
60パ

ー
セ

ン
ト

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

町ホームページで求人情報を掲載しています

　町民の皆さまや移住希望者へ向け、町ホームページで求人情報を掲載しています。
　フルタイム／パートタイムの種別ごとにまとめていますので、お仕事を探されている方はぜひ
ご覧ください。
◎掲載場所　右記の二次元コードを読み込みご覧ください。
　　　　　　町ホームページ＞移住・定住情報＞オンライン移住相談窓口
　　　　　　ホーム右下（スマートフォンの場合は下部）のバナー欄にも掲載
　　　　　　しています。

　
　
　
　
　
　

（
令
和
７
年
１
月
末
日
現
在
）

　
　
　
　
　

	

人　

口	

２
，２
３
１
人
（
△
５
）

 

男 

１
，１
３
９
人
（
△
４
）

 

女 

１
，０
９
２
人
（
△
１
）

 

世
帯
数 

１
，２
８
７
戸
（
△
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

）
内
は
前
月
比

 

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

幾　

寅　

藍　

原　
　

貴　

宏
（
52
）

　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
６
日
逝
去

　

幾　

寅　

金　

松　
　

由　

洋
（
43
）

　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
11
日
逝
去

　

　

金　

山　

老　

田　
　

和　

子
（
84
）

　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
13
日
逝
去

　

幾　

寅　

小　

蕎　
　

君　

江
（

100
）

　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
28
日
逝
去

寄
附
・
寄
贈

寄
附
・
寄
贈

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

　　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

○
東
京
都　

王
子
・
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
電
力
販
売
株
式
会
社 　
様

（
金
額
は
非
公
表
）

○
札
幌
市　

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会 　
　
　
　

様

百
万
円

一
味
園
・
か
ら
ま
つ
園
・
こ
ざ
く
ら
園
・
ふ
く

し
あ
へ

○
富
良
野
市　

幕

田

和

子　

様

○
幾

寅　

高

松

冴

子　

様

○
金

山　

前
川
原　

カ　

ナ　

様

○
鷹
栖
町　

吉

本

洋

子　

様

○
幾

寅　

上

原

勝

則　

様

○
落

合　

大

町

　

武　

様

○
幾

寅　

杉

村

博

史　

様

○
根
室
市　

佐
々
木　
　
　

満　

様

○
大
樹
町　

山　

内　

艸
太
郎　

様

○
浦
幌
町　

大

野

健

一　

様

○
士
幌
町　

神

野

光

男　

様

○
更
別
町　

阿

部

郁

子　

様

南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を活
用して、南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役立
つ情報を発信しています。Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な情報
を共有しています。ぜひご登録ください。

　また、SNS の使い方やスマートフォンに関するお困りごとについてのご相談も承っています。何かご
不明点があれば、お気軽にお問い合わせください。

LINE Instagram facebook X
※町ホームページにも (https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/) 二次元コードを載せていますので、ご覧ください。

ケ


